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(合安に含まれて-ます)
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定期刊行物協合(HSK)

○

撃磯貌顧輝ノ

▽　年頭のご挨拶

▽クリスマス･パーティを終えて

▽　保健･福祉に関する懇談会及び相談会のご案内

▽　洋本さん　日本一周マラソンを完走

▽　どんぐりの家作業所､事務局だより

▽　ばらの合通信(リウマチ患者合)



年　頭　の　挨　拶

支　部　長　　菅　　原　　　虜　　助

皆さん､明けましておめでとうございます｡

本年も昨年同様ご支援ご協力の程､宜しくお廉い致しますo昨年一年間の社会の動向を顧

みますと政局の動向､金融機関の不正､汚職､幼児の誘拐､銀行強盗など､さらにその先頭

に立ち向かい社会不安の解消に努力すべき誓棄までがあの状鴬では､あいた口がふさがらな

い思いです｡昔から政治家の中には清貧に甘んじて､時には私財を投げうってまでも社会の

為に尽くされた方が少なからずおられたと聞いております｡一刻も早い社会の皆さんの公僕

であって欲しいと思いますB

皆様のたまり場である｢どんぐりの家｣も開設以来早くも八周年を迎えることができまし

た｡当時を顧みますと､すべてが右往左往の手探り状態でしたが事務局の穀内さんご夫妻の

ご理解あるご協力により土地､建物の使用許可をいただき､今日の物品の提供受け入れ,顔

完等もできるようになるなど大きな貢献をして下さいましたことに対し心から感謝申し上げ

ます｡その外公私の別なくご協力下さいますボランティアの方々､物品の供用に快く応じて

下さいます一般町民の方々に対しましてもありがたく厚くお礼申し上げる次第であります.

難病連音更支部の会員としてはー　同じ仲間である同志が集い語り合える場所が欲しいとい

う切実な顕いがありますo役場民生部､福祉課にも機会あるごとに陳情しております.どう

か皆様の一層のご支嶺をお庭いを致しますD

難病連音更支部の皆さん一人一人の力は弱いけれど､小さな点者会同志が大同団箱するな

らは､いつのE]かこの悲巌が達成できうると倍ずる次第です｡どうか風邪をひかずに元気に

2000年､平成12年の新年を迎え､さらに充実した日々を送られますようお祈り申し上

げ年頭のご挨拶といたします｡
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保健　一　字苗祉に関する懇髭毎会及 (?_)ご~尭1-勺

∃三　ノ催　(財) ]ヒ手短道難病達者:更:支部

共　ノ艦　　ヨヒ章毎道医-社会事業協会東重苦β

日　時　　2　0　0　0年2月1 3日(日)

12:30-　　　　　　　受　　付

13:00-15:00　　懇　談　会

15:00-16:00　　個　ノ＼不El　歌　会

会　場　　音更町---ミ--　　二　階　研　倦　室

(音更町水野酉通17丁目1　　Te1 30-4733)

参力口費　　無　　料

参カロ対象　菜匪病--一障害者と家族一一-舵

不日談鼻　音:更町介護支援センタ-

堀　田　　　　鼻　　ソ-シャ)t/ワ-カ-

斉　藤　　美　和　　保　健　婦

=静ノ芸~jヒ斗病院医療社会ネ高祉科

ソーシャルワ-カー　　2名

難病重臣音更支普rS役員

米参カロ希望者は職&謙芸魅鰐傑WJ=蓮芳磁讃

米　問しヽ合わせ先

業匪病連音更支普β　　Tel･FAX　31-8723　まで
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☆☆クリスマスパーティを終えて☆☆

第9回難病連音更支部主催のクリスマスパーティが､ 12月5日｢すずらんど｣で行なわ

れましたo当日は天候にも澄まれ､会場もクリスマス一色にかざられムードも最高です｡

1時から､支部長の挨臥そして来襲の音更町長(代理　太田民生部長)の祝辞をいただ

きましたDまた､保健センタ-宮川捻括主査-大風社協副会長､藤代緑南中教頭､十勝支部

成田事務局長と2名の役員の方など･多くのご出席をいただきましたので来襲として紹介さ

せていただきましたD

いよいよお楽しみタイムの始まりです｡曙広踊りの会｣の皆さんの''よさこい"小さ

な小さな女の子がかわいらしく注目の的でしたo "和太鼓"は力強くズシンとお腹に響きま

したD次にー｢帯広青年合唱軌の美しいハーモ=-を聞き一朗の方とクリスマスソング　●

や四季の款などをハモったりと良い雰囲気ですp ｢YOU･造･とかち｣の皆さんの"よさ

こいソ-ラン"へと続きます｡準備は整ったものの音楽が流れないというハプニングもおき

ましたが､ラジカセの登場で皆さん楽しそうに踊っていました｡会場の皆さんにも教えて一

緒に踊ったり､手話も-一緒に習ったり｡

交流タ.イムに入り､お茶を飲んだり､プレゼントの交換､アイスクリームやケ-キーポッ

プコ-ン､みかんなどを食べながら交流していましたo食べているうちに､大谷短大人形劇

サークル｢ありんこ｣の皆さんによる人形劇や手遊び他が行なわれ､小さな子はもちろん大

人も充分楽しめて良かったですo

最後に,よつ葉乳業音楽部｢フォークローバーズ｣の皆さんによる生バンド演秦,中島み

ゅきのJ,サンタが街にやってきた-他､すてきな芦でした｡エレキギターでベンチャーズの　●

なつかしい曲など青春時代を思い出した方もいたでしょう｡感動しました｡

最後の最後は皆さん期待の抽選会_フランスワイン等が当たって大いに盛り上がりましたo

今年は1 90名もの参加者あったということで盛大のうちに閉会しましたoお手伝いいた

だいた､たくさんのボランティア役員の皆さんお疲れ様でした｡　(宮　内　記)

沸碧表中頴妻放題が萎　北海道議会議員　佐々木恵美子様より

難病連音更支部クリスマスパーティが多くのボランティアの皆様のご支援のもと
盛会に行なわれますことを心よりお祝い申し上げますロ
私も参加させていただこうと考えておりましたが道議会の関係で出席できません
ことをお許し救います｡

難病患者の医療の充実のため衷張りますことを申し上げメt?セージといたします｡
北海道議会裟負　　佐々木　意美子
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**斗米*氷水**半*****米本* ****米*凍*米****半米***凍寒♯** *** ********水沫**** *

･/･･-It･p t-A 'i~木三三+:pt ■1一句('激･.'励第才,; /ラ∴Tj:/;二七㌔完ニヨ三･二葡l･j,i_r:,:/:

斗米米*米**米本斗米******米米******* ****米米********凍******斗米*米水木******

全国の難病患者を励まし､各都道府県庁に難病に関する要望書を手渡して下さったマラソ

ンランナ-の沢木和雄さんが､昨年11月29日予定通り日本一周を無事終えました.

その､訳本さんの走った足跡を消さないよう､私達は引き続き心の足で-歩一歩患者会運

動を進めて行きたいと思います｡

訳本さんより年賀状が届いています｡

lq叩年t7R2細北港基経内東谷岬をスタート._､.

立ち並ぶ高僧ど′L- I fZ,j蓮もt77九日なく走3阜ヒ由恵t.凱克

‡妻妾幸二

琴架壁警警誉
釦夜敗" ( ･嵐阜昧象k敗3瀞払げt免､を温か(逸えて仇id=.

:- : - --ill-_TL:I:I:-:;=---,fL_:Ii-i=_書芸--;:: :i;i:_,:_i_; ;I:-:- ;I --_ -il-二.

態とカヒやれ言を珊え払なL^ほと-い館主iLた､
たく七んの-たくれの′じk苑地急場L伽与娘蜘し沈･Iます.

〒oob-Ogヱ0和嚇純正紬確'77的-tム埠極地
TEL･fAX OH-693-占Jt6
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とfrんぐりの家．り

　

作業所だより

　

作業所が一ヵ所増えました。いままでの作業所では雑貨類の点検、修理。値札付けや買い

物袋整理、値札作り他をやっています。

　

新作業所では、衣類の仕分けを主にやっています。それぞれ身体状況や得手、不得手に合

わせて作業をしています。冬は室内だけの作業しかできませんが、暖かくなりましたら外で

の作業内容も可能になるので、もっと選択の幅が広がると思います。

＊作業所に通所希望の方は、常時登録受付けをしていますのでご連絡下さい。

　　　　　　　　

Tel, F'A X

絲回冷事

　

務

　

局

　

よ

　

リ回木絲

○ご寄付、ご寄贈ありかとうとざいました。

ｊ

　　

クリスマスパーティに、たくさんのご寄付、ご寄､贈をいただきました。お蔭様で

　

盛会のうちに終了することができました。ありがとうこざいました。

・音

　

更

　

町

　

様

・音更町社会福祉協議会様

・よっ葉乳業（株）様

１０，０００円

　

５，０００円

　

オレンジ，りんごジュース２４０本

０４月に支部総会と春のリサイクルバザーを開催する予定です。日程が決まりしだい

　

お知らせします。

- ５ -

-

｜－〃



☆
は
じ
め
に

新
時
代
二
十
7
世
帯
に
向
け
て
､
西
軍
r
O
O
O

年
が
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
Q

世
界
中
で
心
電
さ
れ
て
い
た
｢
Y
Z
K
｣
-
い
わ
ゆ

る
､
二
〇
〇
〇
年
間
弟
も
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く

無
事
に
新
年
を
迎
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
o

水
道
主
力
.
ガ
ス
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
-
ラ
ブ

ル
に
使
え
､
ニ
0
0
0
年
対
応
グ
ッ
ズ
を
取
り
夢
見

て
い
た
方
も
､
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
9

私
も
､
懐
中
毛
灯
を
片
手
に
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の
一

B
を
畢
J
し
た
L
人
で
す
｡

ご
家
集
の
中
に
は
～
年
末
年
給
も
二
0
0
0
年
間

者
対
応
の
た
め
に
勤
務
さ
れ
て
い
た
方
も
少
な
く
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
｡

知
事
に
新
年
を
迦
.
喜
こ
と
が
出
来
た
の
も
､
書
戒

に
あ
た
っ
て
く
れ
た
多
く
の
方
々
の
お
か
げ
で
し
ょ

ぅ
｡
感
謝
の
妄
蒔
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
o

さ
て
､
二
〇
〇
〇
年
を
卑
見
､
気
持
ち
も
新
た
に

私
諌
｢
ば
ら
の
会
｣
も
､
カ
嬢
く
活
動
を
閃
治
し
ま

し
ょ
う
.

ま
す
は
'
ミ
レ
ニ
ア
ム
第
二
L
n
｢
ば
ら
の
ム
富
野

☆
こ
れ
ま
で
の
活
動
状
況

●
9
月
2
1
日

｢
津
軽
リ
ウ
マ
チ
患
者
の
集
い
｣

音
更
町
､
福
祉
協
賛
r
兼
窮
蓬
､
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ァ
の
皆
さ
ん
軍
多
く
の
方
々
か
ら
の
大
き
な
支
捷

L
i
よ
り
第
1
回
の
集
い
奇
相
催
す
r
o
l
J
と
が
で
巷
ま

し
た
小ハ
ー
プ
の
寄
り
に
包
ま
れ
た
心
地
よ
い
麦
囲
完
の

中
で
､
歌
っ
た
り
お
話
を
し
た
り
と
菜
し
い
ひ
と
と

き
を
嘗
J
L
ま
し
た
o

●
1
 
0
月
?
5
日
(
第
2
回
〕

会
の
名
称
r
ば
ら
の
A
F
に
決
定
-
I

苧
i
l
に
､
会
の
A
護
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
し
た
｡

8
定
例
会
の
粥
y
L

次
の
道
リ

を
お
届
け
し
ま
す
｡

☆
｢
ば
ら
の
会
｣
誕
生

見
る
人
の
心
を
つ
か
ん
で
甘
さ
な
い
魅
力
に
盗
れ

る
'
ば
ら
の
花
･
･
･
｡

甘
い
寄
り
を
韓
つ
､
こ
の
美
し
い
花
は
､
大
切
な

人
へ
の
磨
り
物
､
#
'
絵
画
､
入
浴
剤
や
科
軍
美

馨
に
と
J
l
市
広
い
分
野
で
'
活
用
さ
れ
'
人
々
に
差

さ
れ
長
け
て
い
ま
す
o

見
る
人
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
ば
ら
の
花
､
時
熟

的
な
ば
ら
の
花
…
こ
の
花
の
よ
う
に
,
私
た
ち
も
､

リ
ウ
マ
チ
の
痛
み
に
負
け
る
こ
と
な
く
､
カ
を
合
わ

せ
て
活
動
し
て
い
き
重
し
ょ
う
｡

(
毎
月
第
1
木
確
日
　
川
時
3
0
分
-
1
 
2
時
)

②
全
点
連
強
J
E
の
作
成

③
会
雫
こ
そ
の
都
度

●
日
月
2
5
日

要
に
つ
い
て
.
の
研
軽
会
閑
笹

各
自
の
常
用
藁
を
持
ち
苛
､
葺
の
笹
琴
要
の

副
作
用
等
に
つ
い
て
､
話
し
会
い
ま
し
た
｡

各
自
の
穫
壌
議
や
通
提
し
て
い
る
蒲
錠
か
ら
出
さ
れ

た
嫌
々
な
資
常
も
､
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
o

有
意
義
な
情
葦
集
の
噂
に
な
っ
L
)
と
思
い
ま
す
｡

●
1
2
月
代
目

｢
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
｣
閑
鯉

誘
甲
-
大
浦
先
生

私
た
ち
の
シ
ン
ボ
ル
｢
ぼ
ら
の
花
｣
や
季
節
の
花

を
取
り
入
れ
な
が
ら
､
ク
リ
ス
マ
ス
,
お
正
月
用
の

花
の
生
け
方
を
学
習
し
ま
し
た
Q

水
を
含
ま
せ
L
I
T
(
ボ
ン
ジ
(
オ
ア
シ
ス
)
を
使
用
し

て
､
j
t
空
な
く
手
強
に
自
由
に
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を

楽
し
む
こ
と
か
で
き
ま
し
た
C

ぉ
正
月
頚
ぎ
て
も
､
ま
だ
ま
だ
青
井
に
咲
き
つ
づ
け

て
い
る
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
.

こ
の
日
の
桂
子
は
､
1
2
月
畑
G
]
の
北
海
清
新
的
,
退

女
神
に
海
老
さ
れ
ま
し
た
｡

☆
今
後
の
活
動

●
1
月
2
7
日
｢
新
年
A
F

埠
所
･
･
･
集
ム
幕
祉
セ
ン
タ
-

時
申
-
川
時
3
0
分
1
1
2
時
3
0
分

兼
用
･
-
｢
五
〇
〇
円

内
寧
-
食
事
'
ゲ
ー
ム
な
ど

三
-
四
八
七
八

●
2
月
2
4
日
｢
手
作
り
封
筒
講
習
A
F

苦
言
j
t
A
八
森
祉
セ
ン
タ
ー

時
間
-
1
 
0
時
非
分
～
ほ
時

兼
用
-
無
料

待
帯
-
封
筒
に
し
て
み
た
い
､
手
持
ち
の
カ

レ
ン
ダ
-
や
､
ち
ら
し
､
ポ
ス
タ
ー
な
ど

ハ
サ
ミ
､
定
簸

●
3
月
E
3
日
｢
カ
ラ
オ
ケ
､
お
食
事
会
L

竃
所
-
首
広
ホ
テ
ル
バ
コ

時
甲
-
;
1
時
～
1
4
時

■
大
老
真
等
ス
ト
レ
ス
舞
清
し
ま
し
ょ
う
.

今
冬
は
J
桝
年
に
な
い
大
膏
で
,
過
去
2
0
年
間
で

2
番
目
の
括
D
n
ま
を
記
簸
し
て
い
ま
す
.

除
雪
か
追
い
つ
か
す
J
祐
面
状
況
も
か
な
り
悪
く
な

っ
て
い
ま
す
.
外
出
時
は
充
分
注
善
し
ま
し
ょ
う
D

v
月
2
7
日
関
鮭
の
定
額
会
で
､
1
月
以
降
の
計
画

を
立
て
ま
す
｡
希
望
の
活
動
案
を
考
え
ま
し
ょ
う
O




	otofuke_200001_45-3.pdf
	page1

	otofuke_200001_45-6.pdf
	page1




